Uttarajhayana X 1-36d 
Sarmayarm gOyama Im DaImaVae 
ー 使 役 法 中 動 散 に 由来 する 中 期 イ ンド 語 動 詞 一 


阪本 (後藤 ) 純子 


0. 中 期 イ ンド 語 に は , 使役 語幹 (Kansativ: Kaus.) の 形態 を 示し な が ら , 

常 の 使役 語 再 か ら は 説明 で き な い 意味 一 基本 動詞 の 受動 の 意味 ., ある い は 基 
本 動詞 と 同様 の 自動 詞 や 他動詞 の 意味 な どー で 用 いら れ て いる 一 連 の 動詞 が 
存在 する が , それ ら は 古代 イン ド 語 (Ai.) の 使役 語幹 の 中 動態 (Medium: Med.) 
に 由来 する と 想定 され る (筆者 : Zu mittelindischen Verben aus medialen 
Kausativa。 Jain Studies in Honour of Jozef Deleu, Tokyo 1993, p.261-314 参 
照 ) ゆ 。 Med. は 中 期 イ ンド 語 (Mi.) で は , 若干 の 遺存 形 を 除き , も は や 生き た 
文法 的 カテ ゴブ リー と し て 機能 し な く な る の で , それ ら の 動詞 は 形態 上 は -aya- 
な いし -paya- 語 幹 の 能動 態 (Aktiy: Akt.) と 基本 的 に 一 致す る 。 し か し 意味 の 
上 か ら は , Kaus.Akt か ら の 歴史 的 発展 に よっ て も , また , Mi 内 部 で 新た に 
形成 され た (Kaus. と は 無関係 な ) -e- 現 在 語幹 , Denominativy, 目的 語 の 省略 
等 の 解釈 に よっ て も , 説明 する こと が 困難 で ある 。 本 稿 で 取り 上 げ る , 

Uttarajjhayana XX 1-36d 等 の ジャ イナ 経典 や 仏典 に 現れ る pra-mad の Kaus. も 
その 1 例 で ある と 思わ れる 。 


1. 始め に Kaus.Med. の 用 法 に つい て 概観 し た い (詳細 は 筆者 上 掲 論文 参 
了 照 ) 。 
1.1. Kaus. は 本 来 , 基本 動詞 の 行為 に 対し 使役 (faktitiv) の 意味 を 表現 する 
機能 を 持つ : 主語 が 誰か / 何 か に 何 か を させ る (基本 動詞 が 行動 を 表す 場合 

facientiv) , 主語 が 何 か を 生起 せ し め る (基本 動詞 が 経過 な いし 状態 を 表す 
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場合 : fentiv) 。Kaus. が Med. で 活用 する と , reflexiv (また は direkt-reflexiv 
・ 再帰 的 : 主語 自身 を 直接 補語 と する ), affcktiv ( ま た は indirekt-reflexiv ・ 
関与 的 主語 自身 を 間接 補語 と する ) また は reziprok (相互 的 複数 の 主語 
間 に 相 互 に 直接 間接 補語 の 関係 が 存在 する ) の 意味 が これ に 付け 加わ る 。 

自動 詞 ま た は 他動詞 と いう シン タッ クス 上 の 振る 押 い 方 の 観点 か ら は , 
Kaus.Med. は 以下 の よう に 分 類 で きる : 


A. 基本 動詞 が 自動 詞 : 主語 (基本 ) 士 動詞 (基本 ) 
Kaus.Akt. : 主語 (Kaus.) 十 目的 語 (Kaus.) 填 動 詞 (Kaus.) 
目的 語 (Kaus.) = 主語 (基本 ) 


A-1. Kaus. の reflexiy Med.: 主語 (Kaus.) = 目的 語 (Kaus.) = 主語 (基本 ) 
mada-t/madya-ti | 喜ぶ , 酔う 」 
madaya-ti [誰か を (Akk.) 喜ば せる , 酔わ せる 」 
mad&ya-te | 自分 自身 を 喜ば せる , 酔わ せる | 即ち | 自分 自身 
が 喜ぶ , 酔う 」 
事実 上 , madaya-te = mada-ti/madya-ti 
Cf BHS pra-madaya-ti, Amg/JM pa-mae-i | 不 注意 / 怠 慢 で ある | (後述 ) 
Kaus.Med. の 意味 は 自分 自身 に 対す る 使役 と いう こと か ら , いわ け は 基本 動詞 
の 意味 に 戻り (DEgreRock,。 Altindische Syntax, Halle an der Saale 1888, 223f 参 
照 ) , 自動 詞 と し て 用 いら れる 。 


A-2. Kaus. の affektiv Med.: 
「 自 分 自身 に 対し て プ の た め に ノ か ら ン と 共に ノ に 帰属 する 」 等 


a-gaccha-ti | 来る ] 
a-gammaya-ti | 誰か / 何 か を (Akk.) 来 さ せる 」 
a-gamaya-te 「 誰 か / 何 か を (Akk.) 自分 目 身 の と ころ に 来 さ せ 


る ] 更に 「 誰 か ノ / 何 か を (Akk.) 待つ , 忍 陣 する 」 
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Cf Pali/BHS a-game-ti | 誰か / 何 か を (Akk.) 待つ 」 
Cf Panini I 3.21 に 対す る Varttika 2 お よび Kasika: agamayasva 《tavan 
manavakam | まず は 若者 を 待て 」 
シン タッ クス 上 の 構成 は Kaus.Akt. も Kaus.Med. も 同じ で あり , 他動詞 と し て 
機能 する 。 Med. は , 動詞 の 行為 が 何ら か の あり 方 で 主語 に 関 写す る こと を 付 
加 的 に 表現 する に 過ぎ な い 。 


A-3. Kaus. の reziprok Med.: | 相互 に ] 
sam-vadante [ 彼 食 ) ら が 話し 合う 」 
sam-vadayante [ 彼 ( 食 ) ら が 自分 達 自 身 を 相互 に 話し 合わ せる , 
相談 する ] 
reziprok Med. は 主語 自身 が 基本 動詞 の 直接 補語 に 一 致す る か , 間接 補語 に 一 
致す る か に より 更に 分 類 で きる が , ここ で は 省略 する (筆者 op.cit. 297 Anm. 
2 参照 ) 。 


B. 基本 動詞 が 他動詞 : 主語 (基本 ) 十 目的 語 (基本 ) 十 動詞 (基本 ) 
Kaus.AKt. . 
主語 (Kaus.) 十 目的 語 (Kaus.) 1 十 目 的 語 (Kaus.) 2 十 動詞 (Kaus.) 
目的 語 (Kaus.) 1= 目 的 語 (基本 ) 
目的 語 (Kaus.) 2= 主 語 (基本 ) 


B-1. Kaus. の reflexiv Med.: 
主語 (Kaus.) 目 的 語 (Kans.) 1= 目 的 語 (基本 ) 


_P8sya-ti [誰か / 何 か を (Akk.) 見 る 」 

daraya-ti 「 誰 か / 何 か を (Akk.) 誰か に (Akk./Instr.) 見 させ 
る 」 

dar$aya-te 「 自 分 自身 を 誰か に (Akk.) 見 させ る | 即ち | 誰か 
の 前 に (Akk.) 現れ る 」 
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Cf Pali (ud-, pati-) dasse-ti | 誰か の 前 に (Akk./Gen.) 現れ る 」 
Cf Panini I 3.67 Kasika: darsayate raja svayam eva |「 王 が 自ら 克 を 現 わ す 」 
自分 自身 が 基本 動詞 の 行 の 対象 と な る の で , この 種 の Kaus.Med. は 一 種 の 
受動 と し て 機能 する 。 (sich sehen lassen ~ gesehen werden: se ]aisser voir 


etre vu: let see oneself 一 be seen 等 と 比較 せよ 。) 


B-2. Kaus. の reflexiy Med.: 主語 (Kaus.) = 目的 語 (Kaus.) 2= 主 語 (基本 ) 


ceta-i | 認識 する 」 

cetaya-ti 「 誰 か / 何 か を (Akk.) 誰か に (Akk./Instr.) 認識 さ 
せる | 

cet&ya-te | 誰か / 何 か を (Akk.) 自分 目 身 に 認識 させ る | 即 


ち 「 知 覚 する , 理解 する , 考え る 」 
事実 上 , cetaya-te = ceta-ti 
Cf Pahi (7/BHS) ceteti | (と : 缶 何 か に つい て : Akk.) 考え る , 何 か を 
(Akk./Dat.) 望む 」 
Kaus.Med. の 意味 は A-1 と 同様 に 基本 動詞 の 意味 に 戻る 。 


B-3. Kaus. の affektiv Med.: 
| 自分 自身 に 対し て プ の た め に ノ / か ら / と 共に ノノ に 帰属 する 」 等 


paca-th | 何 か を (Akk.) 放 る ] 

pacaya-i | 何 か を (Akk.) 誰か に (Akk./Instr.) 放 さ せる 

pacaya-te 「 自 分 自身 の た め に 何 か を (Akk.) 誰か に (Akk./ 
Instr.) 攻 さ せる ]」 

Cf Panini { 3.74 Kasika: odanam pacayate | (誰か に ) 端 を 自分 の た 

め に 才 さ せる 」 


B-4. Kaus. の reziprok Med.: | 相互 に | A-3 参照 。 
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C. Diatbese こ 機能 的 対立 が ある 場合 : [Med.::Akt.] = [自動 詞 :: 他 動詞 ] 

Rgveda (お よび マン トラ 文献 ) 

vardha-te 「 成 長 す る | :: vardha-ti | 成長 させ る ] 

その 後 の 文 献 : 

yardhaya-ti | 成長 させ る | 一 vardha-ti 

vardhaya-te reflexiv | 自分 自身 を 成長 させ る | 一 vardha-te 
affektiv 「 何 か 自分 自身 に 属す る も の を (Akk.) 何 
か を (Akk.) 自身 の た め に 成長 させ る 」 


1.2. Veda, 特に Rgveda。 に お いて は Med. が 文法 的 カテ ゴブ リー と し て 十分 
に 機能 し て お り , Kaus. に 関し て も 上 記 の よう な Med. の 用 法 が 生き て いて , 
多数 の 用 例 が 見 つけ られ る 。 Panini (1 3.67-71: 74: 89) に お いて も Kaus.Med. 
が 規定 され , Kasika 等 の 注釈 に 例示 され て いる 。 し か し 文法 的 カテ ゴリ ー と 
し て の Med. は 既に Aii に お いて 徐々 に 廃れ て ゆく 。 叙事詩 お よび 古典 サン ス 
クリ ッ ト で は , 特定 の 場合 | のぞき, その 機能 が も は や 明瞭 に は 看 取 さ れ な 
く な り , Med. 語 形 は 例え ば 単に 文体 上 の ある い は 韻律 上 の 必要 か ら , 動詞 の 
意味 に 影響 を 及ぼ すこ と な く , Akt. 語 形 の 代わ り に 用 いら れる に 詩 る 。 
reflexiv な いし affektiv の 意味 は atman- 等 の 名 詞 を 再帰 代名詞 と し て 使用 す 
る こと に より , また reziprok の 意味 は anyonyam 等 の 副詞 に より 明示 され る 。 
この よう な 言語 発展 は Mi. に お ける Med. の 消滅 に 至っ て 完了 する 。 そ の 結 , 
Kaus.、 Med. は Kaus.Akt. と 同じ 形態 を 取る こと と な り , Akt. の 形態 と 本 来 の 
Med. か ら の 意味 と の 棚 芳 が 引き 起こ され る 。 


1.3. ある Mi. の Kaus. 動 詞 が , Kaus.Med. か ら 導 く こ と の で きる 意味 で 用 い 
られ て いる 場合 . それ が 本 当 に Kaus.Med. に 由来 する こと を 確定 する の は 容 
易 で は な い 。 前 述 の よう に Mi. に お いて は 文法 的 カテ ゴリ ー と し て の Med. が 
消滅 し , 特殊 な 場合 (決ま り 文句 , 文体 ・ 韻 律 上 の 必要 , 現在 分 詞 -mana- の 
愛好 な ど ) を 除き Med. 語 形 は 用 いら れ な い の で , 外見 か ら は 起源 に お ける 
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Akt. と Med. の 区 別 が 付か な い 。 さ ら に -a- 現 在 語幹 に 代わ る -e- 現 在 語幹 の 形 
成 が 非常 に 生産 的 と な り , -e-/aya- 語幹 の 動詞 に は , Kaus., 第 10 種 動詞 ( い 
わ め ゆる tterativ 等 ) , Denominativ, Mi. の 新しい -e- 現 在 語幹 等 の 多く の 可能 性 
が 考え られ る 。 また , 目的 語 の 脱落 , 他動詞 の 絶対 用 法 等 の 現象 も 考慮 に 入 
れる 必要 が ある 。 従っ て 個々 の 事例 を 詳細 に 検討 する こと に より 始め て 
Kaus.Med. か ら の 発展 の 経過 を 明らか に する こと が 可能 に な る 。 まず 対応 す 
る Kanus.Med. が Ai に 存在 する 場合 ,、 そ こ か ら の 発展 が 跡 づ けら れる ( 例 : 
pra-mad, chand, a-gam, dr$, par1-car。clt。ni-Vas。V1d,abhi-vad、spr$。sam-vad, 
a-chad) 。 問題 の Mi 動詞 が -pe-/-paya- 語 土 で あれ ば Kaus. 以 外 の 語幹 の 可能 
性 が 排除 され る ( 例 : pari-ksi,pari-nir-va,ram,sna) 。 本文 な いし 注釈 に attan- 
(atman-) や tuma- (tman-) の よう な 再帰 代名詞 ある い は anyonyam の よう な 副 
詞 が 存在 すれ ば , 本 来 Med. に 属 し て いた 機能 (reflexiv/affektiv/reziprok) が 確 
認 さ れる ( 例 : dus, pari-nir-va, ram, drs, raks, pari-car) 。 更に , Kaus. の Passiv 
を 示す -iya- 語 幹 が Kaus. に 対し Med. の 標識 と し て 用 いら れる こと が ある ⑦ 
( 例 : svad, vid, pari-car, [vi-]vad, palaya-) 。 


1.4. Kaus.Med. に 由来 する と 想定 され る Mi. の 動詞 ! は 以下 の 通 り で ある 
(通常 の Kaus.Akt. の 意味 で の 用 法 が 併存 する 場合 も ある が 省略 する ) 


A-1. gam(1): agamaya-ti | 自ら を 来 さ せる 一 来る | BHS 
dus: dise-ti | 自ら を 損なう 一 破滅 する | 
pari-ksi: parikkhayape-ti | 自ら を 消滅 させ る 一 消滅 する | Ph 
pari-nir-va: parinirvapaya-t | 上 自ら を 完全 に 混 役 に 至ら し め る 一 完全 
な 混 殴 に 至る | BHS 
pra-mad: pramadaya-t/pamae-i | 上 自ら を 不 注意 怠慢 に する 一 不 注 意 
ノ 意 慢 で ある | BHS Amg JM (後述 2.3.- 2.8.) 
pra-vraj: pravrajaya-ti | 自ら を 出家 させ る 出家 する 」 
ya: yape-t/yape-ti | 自ら を 行か せる 一 行く , 動く , 活動 する , ( 何 
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か に より :Instr.) 生き て ゆく | Pahi BHS 
ram: ramapaya-ti | 自ら を 楽し ませ る 楽しむ Pali: cf ramaya-ti | 楽 
し む 」 Ep., KSkt. 
stha: thape-ti | 自ら を 立た せる 一 立っ て いる , 存続 する 」 Ph 
sna: snapaya-ti/snapaya-t | 自ら を 洒 浴 させ る 一 洒 浴 する 」 BHS 
A-1. (また は B-2.) “ 
sam-pad | 成就 する , 完成 する , 生ずる , 到達 する | 等 : sampade-t 
[自ら を 完成 する , 自ら に 願望 を 成就 させ る 一 願望 を 成就 する , 理 
想 を 達成 する | Pai ツ の 
A-2. chand | (良く ) 現れ る , 気に入る | : chade-ti 「 何 か を (Akk.) 自ら 
に 気に入ら せる 一 気に入る , 好む 」 pali: cf chandaya-te | 何 か を 
(Akk./Lok.) 自ら に 気に入ら せる … 気に入る , 好む ]| Rgveda 
agam (2) : agame-tG | 誰か / 何 か を (Akk.) 待つ | Pahi BHS: cf Ai 
agamaya-te | 誰か / 何 か を (Akk.) 待つ ] , Panini I 3,.21 Varttika 2, 
Kasika (上 述 1.1.A-2.) 
(a』-) svad |「 お いし く な る | :*(-) svadaya-te | 自ら に 何 か を (Akk.) お 
いし くす る 一 味わう, 楽しむ, 享受 する 」 
1.assade-ti 「 何 か を (Akk.) 楽し む , 享楽 する | E 雪 
asade-ti/assade-ti 「 何 か を (Akk.) 味わう 」 Amg 
2.saya-t 「 何 か お いし いも の を (Akk.) 味わう | P 
3.sadiya-ti |「 何 か を (Akk.) 亭 受 する , 受け 入れ る 」 Ph 
saijja-ti | 何 か を (Akk.) 受け 入れ る 」 Amg 
svadiya-ti | 何 か を (Akk.) 喜ぶ | BHS 
sadiya-t | 誰か と (Akk.) つき 合う | BHS 
Cf svadaya-te | 何 か を (Akk.) 自分 の た め に お いし くす る 」 Rgveda: 
(を -) svadaya-ti | 何 か を (Akk.) 味わう 」 Ep., KI.Skt. 
A-3. (vi-) vad: (vi-) vadaya-ti/vadiya-t 「 論 争 す る , 喧嘩 する | Pali: vivade-G 
[論争 する , 喧嘩 する | BHS 


23 


Uttarajtayana 駐 1-36d 一 使役 法 中 動態 に 由来 する 中 期 イ ンド 語 動 詞 一 


sam-stha: santhape-ti | 相互 に 取り 決め る , 約束 する | Phi 


B-1. (ud-, prati-) drs: (ud-, pati-) dasse-ti | 誰か の 前 に (Akk./Gen.) 現れ る | 
Pali: cf Ai.darsaya-te, darsaya-ti (単独 また は 十 atmanam) | 自ら を 見 
せる , 現れ る | 5 PaniniT 3.67 Kasika (上 述 1.1.B-1.) 
raks: rakkhape-ti | 自ら を 誰か に より (mstr.) 守ら せる 」 Pa 
(prati-) upa-stha: (pati-) upattbape-ti | 自ら に 奉仕 させ る | P 身 

A-1. ま た は B-1. 
pari-car | 歩き 回 る (自動 詞 ) : 取 り 若 <, 奉仕 する (他動詞 ) |」 : 

pari-care-ti/paricaraya-ti | (誰か と :mmstr.) 楽し む | P 
paricaraya-ti | 歩き 回 る : (誰か と :Instr.) 楽し む ] BHS 
(A-1.「 自 ら を (好き な よう に ) 歩き 回 ら せ る | , B-1.「 誰 か に 
(Instr.) 自ら を 取り 巻 か せる , 自ら に 奉仕 させ る | ) 
Cf Ai. pari-caraya-te 「 誰 か に (Instr.) 自ら を 取り 巻 か せる , 自ら に 奉 
仕 き せる 」 
B-2. upa-stha:upasthapaya-ti/upasthape-ti | 誰か に (Akk.) 奉 仕 す る , 仕え る , 


治療 する | BHS 
cit: cete-i | (.… と : ij: 何 か に つい て : Akk.) 考え る , 何 か を (Akk./ 
Dat.) 望む | PahiyBHS: cf. Ai. cetaya-te | 自分 自身 に 誰か / 何 か を (Akk.) 
認識 させ る | 即ち | 知覚 する , 理解 する , 考え る ] 
ni-vas 「 着 る , 着 て いる | :nivase-ti | 何 か を (Akk.) 着る , 着衣 し て 
いる | Pali: cf vasaya-te | 自ら に 何 か を 着せ る 一 何 か を (Instr.) 着る 」 
Rgveda 
(prati-, prati-sarm-) Vidd: 
(pati-) vede-ti/vediya-tt 「 何 か を (Akk.) 認識 知覚 感受 する , 感 
じ る 」 Ph 
patisam vede-ti/patisamvediya-t | 知覚 感受 す る, 感じる, ( 行 放 
の 結果 を ) 受け 取る 」 P 
pratisamvedaya-ti | 認識 知覚 ノ 感 受 す る , (行為 の 結果 を ) 受け 
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取る | BHS 
Cf. Ai. vedaya-te | 自ら に 認識 知覚 / 感 受 さ せる 一 認識 知覚 / 感 
受 する ] 


(#-) hr: (&-) harape-ti | 自ら に 何 か を (Akk.) 取ら せる 一 取る | P 
pari-car: paricare-ti 「 誰 か / 何 か に (Akk.) 宗教 的 に 奉仕 する , 崇敬 す 
る | Pali: paricarayat | ある 場所 を (Akk.) 歩き 回 る : 誰か に (Akk.) 
泰 仕 する | BHS 
ava-hr: ohare-ti | 自ら に 何 か を (Akk.) 取り 除 か せる , 取り 除く | P'? 
B-1. ま た は B-2. 
adhi-vas: 
adhivase-t/adhivasaya-ti 11. (住処 ・ 食 事 ・ 招 待 等 を : Akk.) 受け 
入れ る , 同意 する , 2. ( 昔 痛 等 を ) 面 える , 3. 待つ] Ph 
adhivasaya-ti (上 記 1.2. の 意味 ) BHS 
(B-1.「 自 ら に ある 場所 を (Akk.) 住処 と させ る | :B-2.「 あ る こと 
に (Akk.) 自ら を 住 筑 と させ る 」 ) 
sprs: phasse-ti/phusse-ti9 | 宗教 的 目標 に (Akk.) 到達 する | Ph 
phase-i/phasa-?? | 何 か に (Akk.) 触れ る , 宗教 的 行為 を (Akk.) 実 
践 する , 宗教 的 目標 に (Akk.) 到達 する | Amg 
(B-1. |「 何 か に より (Akk./Instr.) 目 ら を 触れ させ る | , B-2. | 上 自ら に 
何 か を (Akk.) 触れ させ る ) 
Cf tan vam sparsaya-te | 誰か に (Instr.) 目 分 の 体 を 触れ させ る | Rgveda 
B-2. ま た は B-4. 「 
時 7 | 誰か に (Akk.) 話し か ける , 挨拶 する | Eh 
(B-2. | 自ら を 誰か に (Akk.) 話し か けさ せる , 挨拶 させ る | : B-4. 
| 相互 に 話し か けさ せる , 挨拶 させ る | ) 
Cf tvde | 誰か に (Akk.) 話し か ける , 挨拶 す る Ep., KI. 
Skt. 
その 他 (Kaus. と 確定 で き な い 動詞 お よび Denominativ) の Med. 
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a-chad: acchade-ti | 自ら に 衣服 を (Akk.) 着せ る , 着る | Pahi" 
Cf Ai. chad&ya-te | 自ら を (衣服 で : Akk.) 覆う ] 
palaya-: pale-ti/paliya-ti | 自ら を 守る 」 Ph 


1.5. Kaus.Med. に 由来 する と 推測 され る Mi. 動 詞 の 特徴 は , A-1. お よび B-2. 
に 属す る 動詞 の 頻出 で ある 。 こ の 両 タ イプ に は 構造 的 な 共通 点 が ある : Kaus. 
の 主語 が 基本 動詞 で 表 さ れる 行為 の 実際 の 行為 者 と 同一 で あり , その 結 , 
Kaus. で 示さ れる 行為 の 内 容 が 基本 動詞 の それ と 実質 的 に は 一 致す る こと に な 
る 。 そ れ で は 何 故 この よう な Kanus. 表 現 が 基本 動詞 の 代わ り に 選択 され た の で 
あろ うか 。 恐らく この タイ プ の 表現 方 法 一 いわ ば 再帰 的 な 使役 一 に は 特定 
の 機能 が 存在 し た と 思わ れる 。 本 論文 で は 省略 し た が 上 記 の 動詞 の 使用 例 を 
詳し く 検 討 する と , 主語 自身 の 意志 が 動詞 の 行為 に 関 与 する こと , な いし , 
主語 自身 の 出来 事 に 対す る 責任 が 強調 され て いる こと に 気付 く 。 (後述 2.3.- 
2.8., 3. の pra-mad の 場合 に も この よう な 意味 合い が 看 取 さ れる 。) 従っ て A- 
1. お よび B-2. の タイ プ の 機能 は | 主語 自身 の Initiative の 強調 | に ある と 推測 
され る 。 こ の 意味 成分 (Noem) は 現実 に は | 自由 意志 に 基づく こと , 意図 的 
で ある こと , 決意 , 責任 や む を 得 な いこ と, 替 力 , 敢えて する こと , 大 胆 
さ , 図 々 し さ , 放 意 的 で ある こと ]」 等 の 多様 な ニュ アン ス と し て 実現 され て 
いる 。 

A-1. と B-2. の タイ プ は 既に Veda に 現れ る が , Ai. の 文法 家達 に は 詩 及 され 
て いな い 。 同一 の 動詞 が B-1. と B-2. の 両方 で 用 い られ る 場合 に は , B-1. の 方 
が B-2. よ り も 古い 文献 に 現れ る 。 


2. Kaus. の reflexiv Med. (A-1) に 由来 する 動詞 の 1 例 と し て Buddhist Hybrid 


Sanskrit (BHS), Ardhamagadhi (Amg), お よび Jaina Maharastri (JM) に お ける 
pra-mad の Kaus. が 挙げ られ る 。 ( 


2.1. mad |「 楽 しむ, 酔う | の 現在 形 は Veda 古 層 で は mada-t, Veda 散文 
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以降 で は madya-t, Mi. majja-t/majja-i (補語 は mstr., Gen., Lok.。 時 に Akk.) 
で ある (T. Gor6,。 Die “TL. Prasensklasse” im Vedischen, Wien 1987, 23Sf お よび 
Anm.314 参 照 ) 。 pra と の 結合 で は | (ある こと か ら ) 注意 を 逸らし て いる , 
不 注意 プ な お ざり ノ 意 慢 で ある , ぼん や り し て いる , 怠け て いる , 怠る 」 等 
を 意味 し ( 漢 訳 「 放 逸 ] ) , Simplex 同様 に 自動 詞 と し て 用 いら れる 。 
[ 何 か ら 注 意 を 逸らし て いる か , 何 に 関し て 怠慢 で ある か , 何 を 怠る か 」 

を 表す 補語 は , Ai. で は 本 来 は Ablativ に より , 後に は Lokativ に よっ て も 表 
され る (Panini I 4.24 に 対す る Varttika 1 お よび Mahabhasya 参照 : dharmat 
pramadyati | 義務 に 関し て 怠慢 で ある , 義務 を 怠る | ) 。Pahi で は Akkusatiy 
また は Lokativ。 と き に は Genetiv 等 で 表 さ れる 。 定 動詞 と の 結合 で は Akk. 
の 頻度 が 最も 大 きく 閣 文 で も 散文 で も 用 いら れる , 特に dhammam 十 pra- 
mad | 義務 に 関し て 怠慢 で ある , 義務 を 怠る | の 表現 が 頻出 する (Dhamma- 
pada 239: Jataka V 123.27: 223,1Sf: 326: VI 94,30) 。Lopgss の 指摘 し た よう 
に (Beobachtungen tber die Sprache des buddhistischen Urkanons, Berlin 1954, 
S 193) , この Akk. は 本 来 -am の 形 で 終わ る Ab1. で あっ た 可能 性 が ある 。 し か 
し Pali 経典 で は tapas (Jataka IV 241.28: Sloka c) や idam (Caryapitaka II 9.6: 
Sioka b: 禁止 文 ma pamajjt 後述 2.2. 参 照 ) の よう な Abl. か ら 発 展 し た と は 説 
明 で き な い 語形 も 見い出さ れる の で , 少な く と も それ ら の 経典 の 段階 で は , 
pra-mad は Akk. を 支配 する 他動詞 と 意識 され る よう に な っ て いた と 考え られ 
る 。 | 

Kaus. Akt. pra-madaya-t に は 「 (ある 人 を : Akk) 不 注意 な お ざり ノ 宮 
慢 な 状態 に する , 怠け させ る 」 等 の 意味 が 予想 され る が Ai. で は 知ら れ て い 
な い : Pali 経典 に は 用 例 が ある (Samyutta-Nikaya IV 307,16 attana mato 
pamatto pare madetva pamadetva | みずから 酔い , 不 注意 に な っ て お り , 他人 
を 酔わ せ , 不 注意 な 状態 に し て | ) 。 

Kaus. の reflexiv Med. と し て は 上 述 1.A-1. の mad の 例 に 準じ て , pra-madaya- 
te 「 自 分 自身 を 不 注意 怠慢 な 状態 に する , 怠け させ る | 即ち , | 自分 自身 
が 不 注意 怠慢 に な る ノ で ある , 忌 け る | と いう 意味 が 予期 され る が , Ai. お 
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よび Pi に は 知ら れ て いな い ②。 affektiv Med. に は 用 例 が ある : hm Ra 
pramadayisyamahe | この 様 に し て 我々 は 君 を (我々 の た め に ) 怠 騙 け させ る 」 
Satapatha-Brahmana 3 IV 2.4.4 (て [Madhyandina] III 2.4.6 pramoda- 
yisyamahe |.… 喜 ば せ 」 。 

これ に 対し , Simplex の 場合 は , 上 記 1. A-1. の 例 と し て も 挙 げた よう に , 
Kanus. の reflexiv Med. madAyaz-te | 自分 自身 を 喜ば せる , 酔わ せる | 即ち | 自 
分 自身 が 喜ぶ , 酔う ] が Rgveda お よび 関連 マン トラ に 占 出す る (T.Goro 233 
お よび Anm. 317 参照 ) : 例 asmif chira savane madayasva | この ソー マ の 油 
供 に お いて , 勇士 よ , 酔 え (楽し め ) 」 Rgveda IL 18,7 (Tristubh d) (用 例 に 
つい て は GasAsswam お よび Bomrrmex 参照 ) 。 


2.2. pra-mad の 用 例 で 特に 注目 され る の は , Ai. と Pali に 頻出 する 禁止 文 
(Prohibitiv : ma 十 Injunktiv) で ある 。Ai. で は Atharvaveda 以来 , 固定 し た 表 
現 と し て 語幹 pra-mada- の Injunktiv (Inj.: 2. Sg. pramadas 等 ) が 用 いら れる 。 
pra-mada- は 本 来 現 在 語幹 で ある か ら , その Imi は 「 既 に 進行 中 の 行為 ・ 出 来 
事 に 対す る 禁止 , つ まり 中 断 の 要請 (Inhibitiy)| で ある こと が 予想 され る が , 
ma pra-mada- の 表現 は 本 来 Aorist の Inj. で 表現 され る べき | まだ 発生 し て い 
な い 行 為 ・ 出 来 事 に 対す る 禁止 (Praventiv)] な いし | 一 般 的 禁止 (genereller 
Prohibitiv)] の 価値 で 用 いら れる : 例 tAsman ma pra madata | それ 履 君 達 は 不 
注意 で ある な | (Asyamedha 祭 ) Satapatha-Brahmana XIII 4.2,17: svadhyayan 
ma pramadah | 学習 に 関し て 意 慢 で ある な (学習 を 怠る な か れ ) | (入門 式 ) 
Taittiriya-Aranyaka VII 11,1: Taittirrya-Upanisad I 11.1。mad の 普通 の 現在 語 
才 は Veda 散文 以降 は madya-, Mi. majja- で ある こと か ら , 本 来 現在 語幹 で あ 
る mada- が Aorist 語幹 で ある と 解釈 さん れん たため と 考え られ る 。 (T. Goroe 237 
Anm. 524: K. HorrMaxm。 Der Injunktiv im Veda, Heidelberg 1967, 91 参 照 。) 

この 表現 法 は Pali に も 生き 続け , Ai. pra-mada- か ら 直 接 ・ 間 接 に 発展 し た 
Imj. が 禁止 文 に 残る : 2.Sg. pamado, pamado, pamada, *pamado, 1. P1. pamad- 
amhase" う 9。 最 も 頻繁 に 現れ る の は 2.Sg.pamado で ある が , 准 律 上 は 常に ーU 
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ー の 形 が 期待 され , 本 来 は pamado (*pra-a-mada-s: Pali で 一 般 的 な Augment 
付き mj.) で あっ た と 推測 され る “"?。 現実 に pamado の 語形 が アジ ア の 刊本 
ゃ 写本 に は 伝承 され て いる : ma dhammam raja pamado | 義務 に 関し て , 王 
よ , 怠慢 で ある な (義務 を 怠る な ) | (Sioka d: Ed. PTS pamado, Ed. Ceylon 
pamada, Ed. Thai/Burma/Nalanda な ら び に Thai 写本 pamado) Jataka VI 94,30 
(= V 123.27 = V 422,30 一 V 223,29): 更に 後述 2.7. 示 の 引用 (Theragatha 119c 
ー Dhammapada 371a) を 参照 。2. Sg. pamada の 語形 も 韻律 か ら 本 来 *pamado 
(pra-mada-s) で あっ た と 推測 され る : udaye ma pamada carassu dhammam 

[Udaya よ , 怠け る な , 務め を 為 せ |] Jataka IV 111.23= 111.29= 112,4= 112.8 
(Aupacchandasaka d) (Ed. PTS/Burma/Nalanda/Thai」 pamada, Ed. Ceylon/Thai, 
pamadam) (J. SAkAworo-Goro, Das Udayajataka, WZKS 28 [1984], 53f. Anm.39 
参照 ) 。 ど ちら の 場合 も 伝承 過程 に お いて も は そ ゃ 理解 さん れん なくなっ た Imj. が 
男性 名 詞 pamada- (pra-mada-) の Nom.Sg. の 形 な いし 現在 形 *pamada-ti の 2. 
Sg. Imperativ の 形 に 作り 変え られ た と 考え られ る 。 な お 現在 形 pamajja-t か 
ら 形 成 さ れ た 疑似 is-Aor. の mj.pamaj に よる 禁止 文 (後述 2.4. 参 照 ) も Ph 
聖典 に 1 例 見 つけ られ る : ma pamajji puram idam (vV.1. pamajja) | この 都 を お ろ 
そ か に する な 」 Cariyapitaka II 9, 6 (Sloka b: 補語 puram idam に つい て は 前 述 
2.1. 参 照 ) 。 


2.3. これ に 対し BHS, Amg お よび JM で は Inj. に 代わ っ て Kaus. の Impera- 
tiv (Ilptv.) な いし Optatiy (Opt.) が 禁止 文 に 現れ , 基本 動詞 と 同様 の 意味 で 目 
動詞 と し て 用 いら れる 。 


2.4. BHS に お いて は pra-mad の Kaus.Akt. の Ipty. が Lok. の 補語 と 共に 自 

動詞 と し て 用 いら れる : 

Mahavastu III 454.$ 三 457,3 (S1oka b : た だ し この 句 は 不 規則 , Vaitaiya ? ) 
ma raja dhamme pramadaya (vV.1. prasadaye, mam dharmapradayana, 


mam dharmadharma pramodaya) 「 王 よ , 義務 に 関し て 怠る な ] 
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Pi と 同様 に Imj. *pramado (*pra-a-mada-s : 庄 頭 の pr は 単 子音 の 価値 ) が 
pramadaya の か わり に 本 来 存在 し て いた と 仮定 すれ ば 、 正 常 な SIok。 の リズ 
ム が 得 ら れる (dhamme の 語末 の e は 短 母 音 の 価値 と みな す ) 。 

pra-mad の 禁止 文 と し て は , BHS で は これ 以外 に は 次 の 1 例 が 知ら れる ・ 
ma pramadyi bhesyati tuyha dharmo | 応 慢 で ある な , [そう すれ ば ] 道理 が 
君 の も の と な る で あろ う 」 Mahavastu IIT 124, 18 (Tristubh d): 現在 形 pra- 
madya-ti か ら Mi. 的 な 獲 似 is-Aor. が 形成 され て いる 。 


2.5. Amg (2 例 ) お よび JM (1 例 ) で は Kaus.Akt. の 2.3.Sg. Opt. pamayae 
(pra-madaye-s, -1) が 否定 辞 ms また は no (na 十 u) と 共に , 基本 動詞 と 同様 の 
自動 詞 の 意味 で 用 いら れ て いる 。 


2.6. Amg の 第 1 例 は Ayaramga I 2.1 (散文 また は Jagati の 引用 旬 ) “2 で あ 
る : dhire muhuttam avi no pamayae 賢者 は 一 刻 た り と も 怠け て (ぼんやり 
し て ) いて は な ら な い 」 。 muhuttam (muharta- 「 刻 (48 分 ) 」 ) は 時 間 の 継 
続 を 表す Akk (Dsresock 170f 参照 ) と し て 用 いら れ , pamayae は 上 自動詞 と し 
て 「 怠 ける , ぼん や り し て いる 」 を 意味 し て いる 。 な お 直後 の 散文 中 に pra- 
mad の 行為 者 名 詞 pamatta (Nom.Sg.m. *pra-mattr-) が 現れ る 。 


2.7. Amg の 第 2 例 は Uttarajjhayana X 1-36d の リフ レイ ン (Vaitahiya“? で 
ある : samayam goyama ma pamayae | 一 瞬 $ も , ゴー タマ よ , 怠け て いて は な 
ら な い | 。 こ の 句 を 含む 詩人 節 全 体 は ,。 例え ば X 1 で は 以下 の 通り で ある : 
dumapattae panduyae jaha nivadai ra1ganana acCac / 
evam manuyana jiV1yam samayam goyarma 8 Damayae // 
[ 夜 達 (日 々 ) が 過ぎ 去る と 色あせ た 木の葉 が 落ち る よう に , この 
よう に 人 間 達 の 生命 も る [終わる] 。 一 瞬 $6, ゴー タマ よ , 怠け て い 
て は な ら な い 。」 
韻律 は 第 1 名 に お いて 2matra 超過 し , dumapattae (drumapatrako) の 代わ り 
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に dumapatte (drumapatro) が , panduyae (*pandukayo: cf. pandurako) の 代 
わり に pandue (Ed.SaAspgnrmmm v.1.: *panduko: cf panduro) が 必要 と され る 。 

samaya- (m.) は Amg で は 時 間 の 最小 単位 ( 務 きす る 時 間 を 無数 の 部 分 に 分 
害し た も の ) を 表す 語 で あり (An Illustrated Ardha-Magadhi Dictionary, Paia- 
sadda-mahannavo 等 参照 ) , Ayaramga の 例 の muhuttam (前 述 2.6.) と 同様 
に 時 間 の 継続 を 表す Akk. と 考え られ る 。 pamayae も 同じ く |「 怠 ける, ば ん や 
り し て いる 」 を 意味 する 自動 詞 と 解 さ れる 。 

この 見 解 は 伝統 的 な 注釈 者 や 近代 以降 の 研究 者 に も 一 般 に 支持 され て きた 。 
例え ば , Devendra の 注釈 で は pamayae は pramadih (pra-mad 2.Sg. Akt. In.) 
お よび pramadam krthah (kr 2.Sg.Med.Imj.) で 置き 換え られ , 基本 動詞 と 同じ 
意味 内 容 が 指示 され て いる 。 JAcomr の 訳 も 同様 で ある :“be careful all the 
while” (SBE 45, Jaina Sutras II 41f.)。 

これ に 対し ArspomF は pamayae が “forfeit, squander” (無駄 に する ) と いう 
意味 の 他動詞 で あり “opportunity” (機会 ) と いう 意味 で の samayam を 目的 
語 と し て 支配 する と 解す る (Uttarajjhaya Studies, II 6, 1962, 113)。 彼 が 依拠 
する の は Bomrrneck 辞書 (簡約 増補 版 ) に お ける pra-madaya-ti “ (etw.) ver- 
scherzen” (ば ぼんやり し て 取り 逃がす , 逸 す る , 軽 は ずみ に より 人 無し に する ) 
と いう 記述 で ある が , その 典拠 は Bomrrmek-Rorm に お ける pra-mad (Kaus.1) 
の 項 に 共 げ られ て いる 過去 分 詞 pra-madita- の 1 例 だ け で ある : pramaditam 
kirtim iva | 人 台無し に され た 名 誉 の 如く 」 Ramayana V 21, 10。 し か し この 語 
形 pramadita- は Critical Edition に お いて は 本 文 に も 異 読 に も 挙げ られ て いな 
い : 本 文 sannam iva mahakirtim | 消え 失せ た 偉大 な 名 声 の 如く | , 異 読 pra- 
saditam kirtim iva な いし pramoditam.…。pra-mad の Kaus. に 対す る “ver- 
scherzen” と いう 意味 設定 は 従っ て 根拠 の な いも の で あり , Arsposr の 解釈 は 
受け 入れ られ な い 。 

また Akk.samayam を pra-mad の 補語 (「 ある こと に 関し て 不 注意 で ある , 
ある こと を 怠る | ) と みな すこ と は , 同じ 文章 構成 を 示す Ayaramga の muhuttam 

(前 述 2.6.) と 合わ せ 考 える と , 内 容 的 に 無理 が ある 。 
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な お この Uttarajjhayana の 例 は Pali 経 典 の 一 名 と 非常 に 類似 し て いる : 
Theragatha 119c (Vaitaliya の 1 種 : Aparantik&?) jhaya gotama ma ca pamado 
(*pamado) 「 眼 想 せよ , ゴー タマ よ , 怠け て いて は な ら な い 」 jaya bhikkhu 
ma ca pamado (*pamado) Dhammapada 371a (Vaitaliya) (前 述 2.2. 参 照 ) 。 


2.8. JM の 例 は Avassaya-Nijjutti (Avas-N) 1290d ぐ ② (Vaitaliya の 変化 形 , 
後述 ) で ある : suminamte ma pamayae「 眠 っ て いる 状態 に お いて も | 君 は ] 
不 注意 で あっ て は な ら な い 」| 。 こ の 詩 節 の 全体 は 次 の 通り で ある ・ 
sutthu yaiyam sutthu gaiyarm sutthu nacciyam sama sumdari / 
anupaliya diharaiyao (Ed.3 diharaiyao) suminamte ma Darmayae // 
「 [ 君 に より ] 見 事 に 演奏 され た , 見 事 に 歌わ れん た , 見 事 に 幅 ら れ 
た , 色 黒 の 美女 よ 。 長 い 夜 々 (PL.) を 頑張 り 通 し た 後 , 眠っ て いる 状 
態 に お いて も [ 君 は ] 不 注意 で あっ て は な ら な い 。」 
韻律 は 第 1 ・2 名 で は Aparantika, 第 3 名 Aupacchandasaka, 第 4 名 Vaitaliya の 
奇数 名 形 で ある “"?。 
これ に 続く 散文 で は , 宮廷 の 宴会 で 一 晩 中 踊り 通し た 踊り 子 が 明け 方 に 眠 
り 込ん で し まっ た 時 に , 舞踏 の 師匠 で ある 女性 (dhorigini) が 踊り 子 に この 歌 
を 歌い か けた と 説明 され , も う 一 度 こ の 詩 節 が 引用 され る : sutthu giyam 
sutthu nacciyam sutthu vaiyam.… (gaiyam, nacciyam。 vaiyam の 順序 が 上 記 と 半 
な る ) 。 こ の 引用 矢 節 に 対す る Haribhadra の Tika は 次 の 通り : susthu gtam 
susthu narttitam susthu vaditam syamayam sundari / anupalitam dirgharatram 
svapnante ma pramadih //。 こ こ で は suminamte は svapnanta- の Lok. に より , 
pamayae は Inj. pramadih に より 置き 換え られ て いる 。 歌い か けら れ て いる 踊 
り 子 は 既に 眠り 込ん で し まっ て いる の だ か ら , Lok. suminamte は pra-mad の 
補語 (「 あ る こと に 関し て 不 注意 で ある , ある こと を 怠る | ) で は な く , 主 
語 の 状況 を 表す (Dgrssock 116 参 照 ) と 理解 さん れる 。BArgm 訳 (Stories from 
Avasyaka Commentaries 50) “...don't become careless through sleep!"” は Lok. の 
用 法 の 解釈 に 関し て 無理 が ある 。 な お Kathavastu の 引用 中 の osuminamte ( 後 
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述 ) と 同様 に , suminamte も suminam と te の 2 語 に 分 解 し , IL HorrwAnm 訳 
後述) の ご と くに 「 眠 り が 君 を 不 注意 な 状態 に し な いよ うに 」 (suminam 
Nom., te Akk.Sg. 2 人 称 代 名 詞 , pamayae 3.Sg.) と 解す る こと が 不可 能 で は な 
い が , Absolutiv anupaliya の 行為 者 = 踊り 子 = te (Akk.)) と いう こと に な る 
(Absolutiv の 行為 者 が Akk. で 表 さ れる 例 に つい て は SpEngm, Sanskrit Syntax, 
Leiden 1886, rep. Delhi 1973, 298: S 380 参 照 ) 。 

上 記 の 詩 節 は 同様 の 物語 と 共に 後代 の ジャ イナ 説話 集 "? に 現れ る 。 
Kathakosa (サン スク リッ ト 説 話 集 ) “"? に お ける 対応 詩人 節 は 次 の 通り (IL. Horr- 
MANN 43) 

susthu gitam susthu nartitam susthu vaditam / 

dirgha-ratrarm atikramya ma pramadir nisatyaye // 

「… 長 い 夜 (Sg.) を 過ごし 終わ っ た 後 , 夜 が 過ぎ て も 不 注意 で あっ て 

は いけ な い ] 
第 1 ・2 名 の 韻律 は 不明 : 第 3 ・4 旬 は Sloka で ある 。 詩人 節 全体 が Avas-N を 基 
に Sloka に 作り 直さ れ た が , 何ら か の 事情 で 第 1・2 旬 の 形 が 崩れ た か と 推測 
され る 。Kaus. pamayae は 基本 動詞 の mj. pramadis で 置き 換え られ て いる 。 
この 説話 の 最後 に Avas-N の 詩 節 が 引用 され て いる ([ HorvAnn 43, 47) : 

Avasyaka-siddhanta uktam: 

sutthu gaiyam sutthu vaiyam sutthu nacc1yarm sarma-sundari / 

anupaliya diha-raim osumlnarmm te ma pamayae // 

“.…achtlos machen moge nicht der Schlaf dich, die aushielt schon de 

ganze Nacht ]ang.” (1. HorrwAnNn 48) | 
ここ で は vaiyam, gaiyam, nacciyam の 順序 が Avas-N 1290 と も その 散文 中 の 
引用 詩 節 と も 異な る ほか , diharaiyao (ば dirgha-ratrika- の Akk. Pl.) が ha- 
raim (dirgha-ratri- の Akk.Sg.) に 変わ り , また suminamte が osuminam te に 
変わ っ て いる 。 (更に {I HorrwAnm は sama と sundari を 複合 語 と みな す 。) 
韻律 は 第 1 ・2 句 で は Avas-N と 同様 に Aparantiks で ある が , 第 3 句 は Sloka 

, 第 4 名 は 普通 の Vaitaliya に 変化 し て いる 。 
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[ HoprwAw の 解釈 に よる と osuminam (*avasvapnam) は 主語 , te は 目的 語 
(2 人 称 代 名 詞 ) , pamayae は 3.Sg. で 使役 の 意味 | ある 人 を (Akk.) 不 注意 な 
状態 に する を 持つ (Absolutive anupaliya の 行為 者 は Akk.Sg. te と な る ) 。 
一 般 に 写本 に お いて は 各 単 語 が 連続 し て 書か れる の で , osuminam te は 
osuminamte と 読み , Lok.Sg. と 解す る こと が で きる 。 前 述 の suminamte と 同 
様 に この osuminamte も 二 様 の 解釈 を 許す が 、 い ずれ に せよ , osumina- (Ail 
ava-svapna-) な いし osuminamte (Ai. ava-svapnanta-) の 語 は Ai. で も Mi. で も 
他 に 用 例 が 知ら れず , 第 4 句 の 韻律 を 普通 の Vaitaliya に 変え る た め に その 場 
限り で 作ら れ た 人 造語 (Augenblicksbildung) と 思わ れる 。 

Haribhadra の 注釈 に お いて も Kathakosa の サン スク リッ ト 詩 館 に お いて も る も, 
Kaus. pamayae が 基本 動詞 の Inj. で 置き 換え られ て いる 事 は , Jaina 経典 の 伝 
統 の 中 で 禁止 文 に お ける pamayae の 自動 詞 用 法 が 定着 し て いた 事 を 推測 させ 
る 。 


3. 上 記 の よう な BHS, Amg, JM の 禁止 文 に お ける pra-mad の Kaus. の 自動 
詞 と し て の 用 法 は , 男性 名 詞 pra-mada- (Mi. pamada-/pamaya-) | 不 注意 、 喜 
慢 | の Denominativ と 解す る こと も 可能 で ある が ""。、 む し ろ Kaus. の reflexiy 
Med. *pra-madaya-te | 自分 自身 を 不 注意 怠慢 な 状態 に する 」 すなわち | 自 
分 自身 が 不 注意 怠慢 に な る , で ある 」| に 由来 する と 想定 する 事 に より 無 
理 な 〈 く 説明 する こと が で きる 。 先 に 1.5. で 述べ た よう に , この よう な Kaus. 
Med. の 表現 法 を と る こと に より , 主語 自身 の 意志 に 基づい て 基本 動詞 の 行為 
が 行わ れる こと , 即ち , 主語 自身 の 責任 が 強調 され て いる と 考え られ る 。 Ai 
に pra-mad の Kaus.Med. の 直接 の 六 跡 を 見 つけ る こと は で き な い が , Simplex 
mad の Kaus. の reflexiv Med. が Rgveda に 占 出 する こと , 更に , pra-mad の 
Imj. に よる 禁止 文 が Veda か ら Pali に 至る まで 決ま り 文 名 と し て 愛用 され て い 
る 事実 を 考慮 する と , その 伝統 の 上 に 立っ て , 何ら か の 理由 に より "? BHS と 
Jaina 経典 で Kaus. (語幹 : pra-madaya-) の Iptv. な いし Opt. が Inj. (語幹 : 
pra-mada-) の 代用 と し て 自動 詞 の 意味 で 用 いら れる に 至っ た 可能 性 が 強い 。 
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往 


この 間 題 は 研究 者 の 注目 を 引い て いた が , は ほとんど 解 明 さ れ て いな か っ た :v. 
HiN0BEk。 Das altere Mittelindisch im Uberblick, Wien 1896, S 415 : EpGERron, Buddhist 
Hybrid Sanskrit Grammar S 38.21, 38.23, 38.58 参照 。 後 者 に は 他 に 由来 する も の を 
も 含め て この 種 の 動詞 が 集め られ て いる 。 

Passiv 語形 が Mcd. 語 形 の 代わ り に 用 いら れる 現象 は 既に 指摘 きれ て いる : GElGER, 
Pah Literatar und Sprache, StraBburg 1926 = Pali Literature and Language (transl. B. 
GosH, Calcutta 1943) S 175.1, 176.1: v. HmNoggs S 415. 


EpeERroN は kalam の 脱落 と 解す る ("spend time” Buddhist Sanskrit Dictionary s.v. 参 
財 ) 。 


た と えば 世 尊 の 最後 の 言葉 : appamadena sampadetha 「 意 慢 な ら ざ る こと に より 君 
達 は 自ら を 完成 せよ (自ら に 理想 を 成 問 せしめ よ ) 」 (Digha-Nikaya IL 156.2= テ 120, 
14)。 

ohare-i お よび acchade-i は 特に 次 の 出家 の 際 の 定型 表現 に 現れ る : kesa-massum 
き , 赤褐色 の 衣 を 旨 い , 家 か ら 家 無き 生活 へ と 出 て 行く 」 。 筆者 :「 髪 と 導 | 『 仏 
教 に お ける 聖 と 俗 』 (1994= 日 本 仏教 学会 年 報 第 59 号 , 77-90, 特に 80 参 照 。 
phusse-ti の 語根 母音 n は 基本 動詞 の 現在 語幹 phusa-t (< Ai. sprsa-i) か ら の 影響 に 
よる と 思わ れる 。 Pali で は 基本 動詞 phusa-ti (/phussa-tiphuse-tphassa-ti) | 触れ る , 
到達 する , 苦し わ , 抵触 する , 傷つけ る | と Kaus. phase-tphusse-t の 意味 分 化 が 
明 且 で ある 。 

pbasa-i の 語幹 母音 。 は 二 次 的 と 思わ れる 。 基 本 動詞 の 現在 語幹 は Pali 同様 に 
Phusa-】。 


証 5 参照 。 


Bogrrmek-Rorm お よび GRAssMAnn に pra 十 mad の Kaus.Med. と し て 記載 され て いる 
RV { 109,5 pracarsani madayetham (Padapatha: pr4 carsani) に つい て は OLrDENBERG, 
Rgveda. Textkritsche und exegetsche Noten. Erstes bis sechstes Buch (Berhn 1909) ad. 
loc. 参照 。 
pamadamhase 三 In 語幹 寺 Mi. 的 Med. 語 尾 : Jataka II 13116 (Sloka d①。 
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9 散文 で は 次 の 定型 名 に の み 知 られ る : moggallana moggallana ma brahmana ariyam 
tunhibhayam (更に pathamam jhanam 等 ) pamado 「Moggallana よ , moggallana よ , 7 \ ラ セン 、 
足 い 沈黙 ( 初 禅 , 等 ) に 関し て 意 慢 で あっ て は な ら な い プ 避 け て は な ら な い 」 
Samyutta-Nikaya IL 273,26: IV 263.20: 264.13: 265,3: 265,29: 266.21: 267,12: 267.34: 
268,23: 269,10。 閣 文 で は Vinaya II 195.30 (Vaitahiya), Dhammapada 371a (Vaitahya) 
ーTheragatha119c(Vaitaliya の 1 種 :Aparantik87) (2.7. 参 照 ) ,Jataka IL412.6(Vaitahiya 
8),IV 422.30 三 V 123,.27=VI 94.30 一 V 233.29 (Sloka d (2.2. 参 照 ) 。 


0② Ed. Scm0Rmoc, Leipzig 1910 (Abh.Ed.Kunde d.Morgenlandes XTD, p.6: 1 2.1.3 Ed 
Jaina-Agama-Series IT-1, Bombay 1976, p.18: 1 2.1 Sutra 番号 65: Ed. Lla-Sundaralala- 
Jaina-Agama-Granthamala 1 Delhi 1978, p.71: 1 2.1 Sutra 番号 65: Ed. Amgasuttani 1, 
Ladnun 1973, p.18: 1 2,1,11: Ed. MAmAPRAmNA (Jama Canonical Text Series 1), Ladnun 
1981, p.90: 12,1.11. 


G9 Ed. CARpENriER。 Uppsala 1922, p.101-105: Ed. Jaina-Agama-Series XV, Bombay 1972, 
p.127-131. 


“9 Bhadrabahu の Avas-N に は 次 の 刊本 が ある : 1. Avasyaka-vrtti (Haribhadra), Bombay, 
Agamodayasamiti 1916-17: 2. Avas&yaka-curmi, 2 vols. Ratlam 1928-29: 3. Avasyaka- 
niryukti (Haribhadra の Tika を 伴う ) , Ed.1 の rep. 版 , Bombay 1982 : 筆者 は 3. を 
使用 し ,, か つ 1. と 2. の 読み を N.BArmmm の 教示 に より 知り 得 た 。 こ の 部 分 は 彼女 の 
Stories from the Avasyaka Commentaries” (The Clever Adulteress and Other Stories. A 
Treasury of Jain Literature. Ed. by Ph. GRANoFr. Ney York 1990) 49-50 に 訳 さ れ , また 
Avasyaka-Studien IT (Alt- und Neu-Imdische Studien 45-1, Hamburg 1993) 183 に 要約 さ 
れ て いる が , 当該 詩 節 の 訳 (Stories.… 50 “.…don't become careless through sleep!”) お 

よび 韻律 に 関す る 注記 ( 往 1 参 照 ) は 筆者 の 見 解 と 相違 する 。 


9 Aparantiks 王 4 メリ UU り ーー りり UU 一 UーUー (Pingala VI 41: Kedarabhatta H 19: 
Jayadeva IV 9: Vuttodaya 35: Saddani TV Appendix 8.4.18 は 4 ペー リー リリ ーー リー 
りー) 。 た だ し Jayakirti VI 14, 19,24 お よび Hemacandra 399 に よる と 4 XVaitahya 
偶数 句 形 (8 marra キ ー リ ーUー) 。 ま た Jayakirti VI 15, 20.25 お よび Hemacanda 
II 60 に よる と 4 ※Vaithya 奇数 句 形 (6 mara キ ー リ ーU リ ー) が Caruhasini と 呼ば 
れる の で , 当該 詩 節 の 第 4 名 は これ に 当たる 。 し か し , 他 の 韻律 書 で は Carhasini 
の 形 は 4 メリ ーUU り ーー リー に 限ら れる の で , 第 4 句 と は 一 致し な い 

(Pingala IV 40: Kedarabhatta II 20: Jayadeva TV 22: Vuttodaya 36: Saddanin IV 
Appendix 8.4.177 は 4※X り ー リ ーー リー リー) 。 上 記 の 韻律 は いずれ も Vaitahiya 
の 変種 で ある (本 稿 末尾 * 参 照 ) 。BArak に よる 韻律 に 関す る 注記 (Stories.… 69: 
n.15: Ayasyaka-Studien 1 55 “troi pada de vaitaliya et un pada de caruhasin?") は 正確 で 
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な い 。 


BArgrR, Avasyaka-StudiesI183 参照 (Upadesapada Gatha 130:Dharmopadesamala-vivarana 
62.28 - 66.28 (No.19): Kathavastu (後述 計 17) 。Upadesapada と Dharmmopadesamala- 
vivarana の テキ スト は 筆者 の 手元 に な く 参 照 で き な か っ た 。 


[ HoFrMAnm: Der Kathakosa. Text und Ubersetzung mit bibliographischen Anmekungen. 
Minchen 1974。 対応 する 説話 の テキ スト と 訳 は p.39-48: VII Yasobhadra oder Uber 
das Wort zurrechten Zeit に ある 。 


現在 語幹 pra-m&dya-ti pamajja-t pamajja-1 が 、 Ai. と Mi. を 通じ て 非常 に よく 用 い 
られ て いる の で 、 そ の うえ 更に 同じ 意味 を 表現 する た め に Denominativ が 形成 さ 
れる 必要 は 小さ か っ た と 思わ れる が 、 歴 史 的 mj. か ら 発 展 し た Ph の pamado が 
伝承 過程 に お いて 一 貫 し て 男性 名 詞 Nom.Sg. pamado と 改変 され た 事情 を 考 應 す 
る と 、mmnj. の 代用 と し て の Denom. の 形成 の 可能 性 も 排除 で き な い 。 な お 、JAwrson 
(Function and Form in -4ya- Formations of the Rig Veda and Atharva Veda, Gottingen 
1983, 74E) は 、Rgveda 及び 関連 マン トラ に 頻出 する Simplex mad&yate を Denomn. 
と 説明 する が 、 こ れ は Kaus. med. で ある こと が 機能 上 も 形態 上 も 明白 で ある 。 
JAwrsoN の 同書 に つい て は 筆者 Zu mittelindischen Verben aus medialen Kausativa 298 
Anm.5 参照 。 


Amg. の ma pamayae 3 例 が すべ て Vaitaliya の cadence に 現れ る こと , お よび BHS 
の pramadaya も Vaitaliya の cadence の リズ ム を 与え る ( 詩 節 全 体 は Sloka ヵ ) こと か 
ら , この Kaus. 語 形 の 形成 が 韻律 上 の 必要 性 と 関わ っ て いた 可能 性 が 考え られ る 。 


Vaitsiiya と その グル ー プ に 属す る 韻律 (Aupacchandasaka, Aparantika。 Caruhasini 等 ) 
に つい で て は 筆者 に よる | パー リッ ジャ ー ク タカ に お ける マー トラ ジー ソチ ャ シグ の 
性 格 」 (仏教 研究 第 7 号 1978, 43-64) , 「 パ ー リ ・ ジ ャ ー タ カ に お ける マー ト 
ラー・ チ ャ ンダ ス の 形態 」 (印度 学 仏教 学研 究 第 26 巻 2 与 1978, 990-995) な ら び 
に パリ 第 3 大 学 提出 博士 論文 “Les stances en matrachandas dans le Jataka pai” (1982: 
未刊 行 ) 参照 。 
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Junko SAkAMoro-GoTo 


Im Middle Indo-Aryan, there are a number of verbs whose origin is to be 
found jm medial causatives in Old Indo-Aryan. Since fhe medium is。 except for 
some rehct forms, no longer alive as a grarmmatical category m Middle Indian, 
those verbs formally correspond to active forms of the -aya- or -pa7g- present mm 
Old Indian. Considering fheir meanmg, however, they can be explained neither 
by the historical development of active causatives nor in some other way, for 
example, by the assumption of a new formation of the -e- present m Middle 
Indian, a denominative, or an clhpsis of objects. The caus., having the fnnction 
of adding a factitive meanmg to fhe basic verb, is originally conjugated mm fhe 
medial voice when a reflexive, affective or recprocal meanmg is distmctively to 
be expressed. Accordng as to whether the basic verb is intransitive or ffansiHve, 
fhe medial caus. is classified into 7 groups. On this problem cf the author: Zu 
mittelindischen Verben aus medialen Kausativa, Jain Studies in Honour of Jozef 
DErEu, Tokyo 1993, 261-314. 

The reflexive medium of the caus. to the intrans. basic Verb comes to have 
approXimately the same meanmg as that of fhe basic verb, c.g. 4da- が madya-7 
Tejoice (mtrans.), be drunk'”, mad4ya-7 Tejoice (trans.), intoxicate', rad4ya-fe 
rejoice onesef ntoxicate oneself' as attested many tnmes in he Rgveda. 

In the Buddhist and Jaina Canon, fhe caus. of pra-rJad is used m fhe mtrans. 
meaning "be careless, neghigent' in prohibihve sentences: n4 .… DIariadaya 
Mahavastu, no 人 ma parmayae Uttarajjhayana, Ayaramga, Avassaya-Nijjth. These 
caus.-forms replace he historical mjunctive pra-nada-, which is very productiVe 
from the Veda to the Pali Canon. This mtrans. use of the caus. to ra-rag 
probably had its origin in the reflexve mednum of he caus. 
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